
▼
新
入
生
歓
迎
会
（
４
月
15
日
）

新
入
生
23
人
は
、
１
人
ず
つ
紹
介
を
受
け

て
、
全
校
生
徒
が
待
つ
体
育
館
に
入
場
し
ま

し
た
。
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
生
徒
会
や
教
職

員
、
学
校
行
事
、
部
活
動
を
紹
介
す
る
な
ど
、

創
意
工
夫
し
た
心
の
こ
も
っ
た
温
か
い
歓
迎

会
に
な
り
ま
し
た
。

ハ
ス
カ
ッ
プ
の
実
を
模
し
た
中
南
米
の
く

す
玉
「
ピ
ニ
ャ
ー
タ
」
を
作
り
、
生
徒
会
と

新
入
生
双
方
の
代
表
２
人
が
棒
で
打
ち
割
り

ま
し
た
。「
ピ
ニ
ャ
ー
タ
」
は
、
悪
い
も
の

を
追
い
払
う
縁
起
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
入
生
に
は
、
充
実
し
た
３
年
間
を
過
ご
し

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

▼
開
校
記
念
日
（
４
月
20
日
）

歴
史
と
伝
統
あ
る
北
海
道
厚
真
高
等
学
校

は
、
69
回
目
の
誕
生
日
を
迎
え
ま
し
た
。
開

校
以
来
「
よ
き
市
民
、
よ
き
社
会
人
を
育
て

る
」
を
継
続
し
、
地
域
の
多
く
の
皆
さ
ん
に

愛
さ
れ
、
支
え
て
い
た
だ
き
今
が
あ
り
ま
す
。

来
年
度
は
70
周
年
で
す
。
自
主
学
習
型
の

ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
や
公
営
塾
の
設
置
、

探
究
型
キ
ャ
リ
ア
教
育
へ
の
進
化
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
生
徒
が
活
躍
す
る
姿
に
ご

期
待
く
だ
さ
い
。

▼
自
転
車
点
検
（
４
月
21
日
）

自
転
車
通
学
の
生
徒
を
対
象
に
、
本
校
の

交
通
安
全
委
員
と
担
当
教
員
で
自
転
車
点
検

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ハ
ン
ド
ル
や
ブ
レ
ー
キ

な
ど
、
項
目
に
従
っ
て
１
台
ず
つ
点
検
し
ま

し
た
。
交
通
事
故
防
止
の
た
め
、
自
転
車
の

整
備
の
呼
び
か
け
と
、
安
全
運
転
の
指
導
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
生
徒
総
会
（
４
月
28
日
）

全
校
生
徒
75
人
が
、
体
育
館
で
生
徒
総
会

を
開
き
ま
し
た
。
令
和
３
年
度
の
活
動
報
告

と
生
徒
会
会
計
決
算
報
告
、
令
和
４
年
度
の

活
動
計
画
と
生
徒
会
会
計
予
算
に
つ
い
て
審

議
し
ま
し
た
。「
朝
の
バ
ス
を
２
台
に
し
て

ほ
し
い
」
な
ど
、
各
ク
ラ
ス
代
表
か
ら
の
質

問
に
つ
い
て
生
徒
会
執
行
部
が
回
答
し
、
拍

手
で
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
集
団
で

の
討
議
の
方
法
や
態
度
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

▼
来
校
さ
れ
て
い
る
先
生

厚
真
高
校
に
は
、
定
期
的
に
多
く
の
先

生
が
来
校
し
て
い
ま
す
。
地
域
連
携
協
力
校

の
苫
小
牧
東
高
校
か
ら
出
張
授
業
で
東
光
幸

先
生（
英
語
）、
教
育
局
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
ホ
セ
・
ラ

ウ
ー
ル
・
ク
ラ
ベ
リ
ア
先
生
、
厚
真
町
Ａ
Ｌ

Ｔ
の
ア
ル
ビ
ン
・
ク
マ
ル
先
生
で
す
。
ま
た
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
２
人
が
、
毎
月
１

回
程
度
来
校
し
て
い
ま
す
。
生
徒
の
自
己
実

現
を
助
け
る
役
割
を
果
た
し
、
生
徒
は
さ
ま

ざ
ま
な
先
生
と
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。
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学校の取り組みは
ホームページでも！

　　「よりみち学舎」は、
厚真高校と地域が連携し
ながら放課後を利用して
生徒が自ら目標を発見し、
挑戦する公営塾です。

よりみち学舎には、大型の本棚があります。よりみち
学舎のスタッフ３人が、３列ある棚にそれぞれコーナー
を設けました。

学習参考書や古典、小説、資格試験対策のテキストなど書籍のほか、レコードや映
画のDVD、ボードゲームなど、多岐にわたって並んでいます。好きなものを自由に
選んで閲覧できますが、今のところ、本棚から手に取ってじっくり読んだり触ったり
している生徒の姿はそれほど多くはありません。訪れる厚高生の大半は、タブレット
を使ってイラストを描き、スマートフォンで調べ物をしています。時代を肌で感じます。

私の学生時代は、図書館の書架や友だちの家の本棚をあさることで知識を膨らませ
ていました。ITが進化している今の時代は、アナログなものを充実させる優先順位
は低いのかもしれません。手法はどうであれ、生徒自身の主体性を養うお手伝いがし
たいと、私の経験を振り返りながら公営塾と向き合っています。

先日、本棚をふとのぞくと、シェイクスピアの「ロミオとジュリエット」が読まれ
ていたことが分かりました。「興味を示してくれたこと」が、新鮮に思えました。何
か少しでも生徒の心に刺さる場所を作りたいという所信を思い出しました。

本棚には、まだ空きスペースがあります。時を重
ねながら、厚高生たちとの距離感を“心の書籍”で埋
めていきたいと思います。

教育魅力化支援員　川
かわ

嶋
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 圭
けい

大切にします
　　　“心の書籍”
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